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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年2月4日(2016.2.4)

【公開番号】特開2014-160160(P2014-160160A)
【公開日】平成26年9月4日(2014.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-047
【出願番号】特願2013-30652(P2013-30652)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  43/132    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  31/075    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/20     １０１　
   Ｇ０２Ｂ    5/22     　　　　
   Ｃ０９Ｂ   43/132    　　　　
   Ｃ０９Ｂ   31/075    　　　　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０５　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月9日(2015.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表されるアゾ顔料からなることを特徴とするカラーフィルタ用着色
剤。
一般式（１）
【化１】

［一般式（１）中、ＲaおよびＲbは、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～４のアル
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キル基または置換基を有しても良いフェニル基を表す。Ｒcは、炭素数１～４のアルキル
基を表す。ＸおよびＹは、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、ニト
ロ基、炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアルコキシル基またはトリフルオロメ
チル基を表す。］
【請求項２】
　さらに、色素誘導体を含有してなることを特徴とする請求項１記載のカラーフィルタ用
着色剤。
【請求項３】
　少なくとも着色剤とバインダー樹脂とからなるカラーフィルタ用着色組成物において、
着色剤が、請求項１または２記載のカラーフィルタ用着色剤であることを特徴とするカラ
ーフィルタ用着色組成物。
【請求項４】
　さらに、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２
および／または臭素化ジケトピロロピロール顔料を含有してなることを特徴とする請求項
３記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項５】
　さらに、光重合性単量体を含有してなることを特徴とする請求項４記載のカラーフィル
タ用着色組成物。
【請求項６】
　基板上に、請求項３～５のいずれか一項に記載のカラーフィルタ用着色組成物から形成
されてなるフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７１】
（１）アゾ化合物ａの合成
　水１５００部に４－メトキシ－３－アミノ－安息香酸アミド６２部を加えた後、３５％
塩酸１４７部を加え、－２～０℃になるよう冷却した。この溶液に２５％亜硝酸ナトリウ
ム水溶液１０４部を加えた後、０～５℃に保持しながら、３０分間攪拌し、ジアゾニウム
溶液を調整した。別途、２，３－ヒドロキシナフトエ酸７０部と、２５％水酸化ナトリウ
ム溶液１５８部、水１５００部からなるカップラー溶液を調整した。調整したジアゾニウ
ム溶液とカップラー溶液を、同時にｐＨ５．４の酢酸バッファー溶液３０００部に１０分
間で滴下した。滴下終了後、室温で３０分間攪拌した後、さらに、８０℃に保持しながら
攪拌し、析出した反応物をろ取し、熱湯で洗浄後、乾燥してアゾ化合物ａを１３２部（収
率：９８．０％）得た。

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
（１）アゾ顔料１の合成
　Ｏ－キシレン９００部に、アゾ化合物ａ１２２部、およびＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミ
ド１０部を加え、８５℃に加熱後、塩化チオニル４２部を３０分間で滴下した。滴下終了
後、２時間還流した。別途調製した１，４－フェニレンジアミン１７部とＯ－キシレン１
５００部を８５℃に加熱した溶液に、上記反応溶液を１時間かけて滴下し、４時間加熱還
流した。この反応液を９５℃に冷却後、２８％アンモニア水溶液２０部および水２０部を



(3) JP 2014-160160 A5 2016.2.4

加え、９５～１００℃にて３０分間攪拌後、析出した反応物をろ取し、Ｏ－キシレン、メ
タノール、および熱湯で洗浄後、乾燥してアゾ顔料１を９９部（収率：７８．９％）得た
。ＴＯＦ－ＭＳによる質量分析の結果、および元素分析の結果から、アゾ顔料１であるこ
とを同定した。表２に、元素分析の結果を示す。
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